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みどりの

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-
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2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
9
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
毎
日
読
む
新
聞
と
一
緒
に
入
っ
て
い
る
の
が
、チ
ラ

シ
で
す
。ス
ー
パ
ー
や
自
動
車
、不
動
産
・
住
宅
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。皆
さ
ん
も
た
ま
に
は
チ
ラ
シ
を
広
げ
て

見
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、最
近
気
に
な
っ
て
い

る
の
が
、月
曜
日
の
チ
ラ
シ
で
す
。以
前
は
月
曜
日
の

チ
ラ
シ
と
言
え
ば
多
く
の
パ
チ
ン
コ
店
の
開
店
案
内

が
定
番
で
し
た
。と
こ
ろ
が
最
近
、目
に
す
る
の
は
古

物
買
取
等
の
質
屋
の
チ
ラ
シ
で
す
。パ
チ
ン
コ
業
界
の

衰
退
と
古
物
買
取
の
伸
び
が
月
曜
日
の
チ
ラ
シ
に
現

れ
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
企
業
が
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
や
ネ
ッ
ト
、チ
ラ
シ
を
使
っ
て
古
物
買
取
を
宣
伝
し

て
い
ま
す
。

 

古
物
買
取
の
増
加
の
背
景
に
は
、経
済
の
不
透
明
感

と
資
産
の
現
金
化
に
対
す
る
需
要
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
経
済

は
、企
業
や
個
人
の
収
入
が
減
少
し
、さ
ま
ざ
ま
な
不

安
材
料
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、貯
蓄
や

資
産
の
現
金
化
を
考
え
る
人
が
増
え
、古
物
買
取
の

利
用
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、物
を

大
切
に
す
る
考
え
方
が
多
く
の
人
に
浸
透
し
、リ
サ

イ
ク
ル
文
化
が
広
が
り
ま
し
た
。

撮影：嶋本 桃子 様

「俺もお手伝い」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
テ
レ
ビ
を
点
け
る
と
、真
夏
日
が
何
か
所
と
か
猛

暑
日
が
予
想
さ
れ
ま
す
と
い
う
枕
詞
が
連
日
聞
こ

え
て
く
る
。夏
の
期
間
は
暑
い
の
が
当
た
り
前
な
の

だ
が
、近
年
の
暑
さ
は
異
常
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。春
先
は
気
温
が
25
度
を
超
え
る
と「
夏
日
」と

言
っ
て
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
暑
さ
を
感
じ
な
い
が
、気
温

が
30
度
を
超
え
る
と「
真
夏
日
」と
呼
び
、熱
中
症
の

発
生
が
増
え
る
。更
に
気
温
が
35
度
を
超
え
る
と

「
猛
暑
日
」と
呼
び
、外
出
を
控
え
た
り
、室
内
で
は

ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
過
ご
す
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
内
の
最
高
気
温
は
、平
成
30
年
に

埼
玉
県
熊
谷
市
と
令
和
2
年
に
静
岡
県
浜
松
市
で

記
録
し
た
41
・
1
度
が
共
に
最
高
気
温
と
な
っ
て
い

た
が
、今
年
は
、こ
の
記
録
が
相
次
い
で
更
新
さ
れ
、

群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
41
・
8
度
を
記
録
し
国
内
観
測

史
上
最
高
気
温
と
な
っ
た
。熊
本
県
で
は
平
成
25
年

に
牛
深
市
で
39
・
6
度
を
記
録
し
て
い
る
。

　
異
常
気
象
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、気
象
庁
は
30
年

に
1
回
以
下
で
発
生
す
る
現
象
を
異
常
気
象
と
し

て
い
る
。こ
の
異
常
気
象
が
も
た
ら
す
事
象
で
、降

水
量
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
報
道
が
目
に
付
く
。最

近
耳
に
す
る
線
状
降
水
帯
で
は
、令
和
2
年
の
八

代
、芦
北
、球
磨
地
方
の
大
水
害
を
思
い
出
す
。し
か

し
、今
年
も
熊
本
県
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、広

範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
れ
ら
異
常
気
象
は
農
業
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。長
雨
や
豪
雨
は
作
物
の
生
育
を
妨

げ
、田
畑
へ
の
浸
水
は
収
穫
量
を
大
幅
に
減
少
さ
せ

る
。一
方
、干
ば
つ
も
水
田
や
畑
作
物
の
収
穫
量
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。予
測
不
能
な
気
候
の
変

動
は
、害
虫
の
増
加
も
発
生
さ
せ
、思
わ
ぬ
被
害
拡

大
を
招
く
。 あ

ぜ
み
ち
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今月の表紙「同心家族」 (撮影：谷川 洋子  様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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■第61回農機自動車大展示会開催
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政

治
連
盟
は
、
8
月
17
日
、
熊
本
市
内
で
「
8

月
10
日
か
ら
の
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
」

と
「
令
和
8
年
度
農
業
政
策
・
予
算
に
関
す

る
要
請
」
を
県
選
出
国
会
議
員
へ
提
出
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
農
政
連
委
員
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
役
職
員
な
ど
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
農
政
連
の
安
武
孝
之
副
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
後
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
か
ら
県
選

出
の
国
会
議
員
7
名
（
木
原
稔
衆
議
院
議
員
・

西
野
太
亮
衆
議
院
議
員
・
坂
本
哲
志
衆
議
院

議
員
・
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史

参
議
院
議
員
・
馬
場
成
志
参
議
院
議
員
・
藤

木
眞
也
参
議
院
議
員
）
へ
要
請
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

県
農
政
連
の
宮
本
隆
幸
委
員
長
は
「
10
日
か

ら
の
記
録
的
な
大
雨
は
、
県
内
各
地
に
大
き

な
農
業
被
害
を
与
え
て
い
る
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
熊
本
県
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
被
災

農
家
の
営
農
再
開
に
向
け
、
全
力
で
支
援
し

て
い
く
の
で
、
国
会
議
員
の
先
生
方
に
は
さ

ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
ま
た
、
生
産
者
が
営
農
を
継
続
し
、
我
が

国
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
実
効
性
の
あ
る
農
業
政
策
と
予
算
の

増
額
が
、
消
費
者
と
生
産
者
の
双
方
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
請
に
対
し
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員

は
「
高
温
障
害
で
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
矢

先
の
大
雨
で
、
5
年
前
の
水
害
と
も
違
う
異

質
の
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
営
農
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
安

心
で
き
る
対
策
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
応
え
ま
し
た
。

▲県選出国会議員へ緊急要請書を手渡すＪＡグループの関係者

▲質問を行う内田久子県女性協副会長

県
選
出
国
会
議
員
へ
８
月
10
日
か
ら
の
大
雨
と
8
年
度
農
業
政
策・予
算
を
要
請

8
月
10
日
か
ら
の
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
の

主
な
内
容

①
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
と
被
災
農
業
者

　
へ
の
支
援

②
農
地
等
に
流
入
し
た
土
砂
撤
去
と
農
業

　
関
連
施
設
等
の
復
旧
支
援

③
営
農
再
開
・
再
生
産
に
必
要
な
特
別
の

　
支
援
と
財
政
措
置

④
被
災
し
た
農
業
者
等
へ
の
金
融
支
援

⑤
農
業
共
済
支
払
の
早
期
対
応

⑥
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
災
害
再
発
防

　
止
と
自
然
災
害
に
強
い
産
地
づ
く
り

令
和
8
年
度
農
業
政
策
・
予
算
に
関
す
る
主
な

要
請
内
容

①
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た
基
本

　
法
及
び
基
本
計
画
の
実
効
性
の
確
保

②
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
理
解

　
の
醸
成
・
行
動
変
容

③
共
同
利
用
施
設
の
整
備
・
更
新

④
担
い
手
・「
多
様
な
農
業
者
」・
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
体
へ
の
支
援

⑤
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
ふ
ま

　
え
た
取
り
組
み
推
進

⑥
物
流
効
率
化
へ
の
対
応

⑦
品
目
別
対
策

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
と
お
り

意
見
①

　
国
は
転
作
を
進
め
て
き
た
が
、
今
回
の
米

騒
動
で
食
料
安
保
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

首
相
が
米
を
増
産
す
る
方
針
を
示
し
た
が
本

当
に
増
産
す
る
の
か
。

回
　
答

　
転
作
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
供
給

を
基
本
に
水
田
政
策
を
進
め
て
い
る
。
新
た

な
水
田
政
策
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
意
見
を

聞
き
、
政
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

意
見
②

　
40
年
後
に
は
、
農
業
従
事
者
は
半
数
に
な

る
と
思
う
。
40
年
先
の
将
来
を
見
据
え
て
農

業
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

回
　
答

　
将
来
の
農
業
基
盤
維
持
を
目
指
す
た
め
の

「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」
で
あ
り
、

農
地
の
大
区
画
化
、
共
同
利
用
施
設
の
再
編
・

整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

意
見
③

　
野
菜
価
格
安
定
制
度
対
象
の
14
品
目
以
外

の
野
菜
も
含
め
て
、
資
材
高
騰
等
を
踏
ま
え
、

適
正
な
価
格
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

回
　
答

　
コ
ス
ト
に
見
合
う
販
売
価
格
を
決
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
主
要
品
目

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
訴
え
て
い
く
。

意
見
④

　
連
棟
ハ
ウ
ス
の
新
設
に
つ
い
て
、
事
業
申

請
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
。
申
請
す
る
人
が

い
れ
ば
積
極
的
に
後
押
し
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
半
額
補
助
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
お
願

い
し
た
い
。

回
　
答
　

　
補
助
率
見
直
し
に
つ
い
て
、
ま
だ
実
現
で

き
て
い
な
い
。
今
回
の
再
編
事
業
で
は
6
割

補
助
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▲集荷目標達成に向けた決意表明を行う
　JA阿蘇稲作部会長の立石翼さん

▲大会で挨拶を行う同推進本部の宮本隆幸本部長

　
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
は

7
月
9
日
、熊
本
市
内
で「
く
ま
も
と
売
れ
る

米
づ
く
り
推
進
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、生
産
者
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
役

職
員
、
行
政
・
米
取
扱
い
関
係
者
な
ど
、
約

2
2
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。令
和
7
年
産

米
集
荷
、88
万
俵（
1
俵
60
キ
ロ
）の
目
標
達

成
に
向
け
、県
下
一
丸
と
な
っ
て
集
荷
推
進
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
宮
本
隆
幸
本
部
長（
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
）は
、「
米
を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
は
、昨
年
か
ら
の
米
価
の
急
激
な

上
昇
を
受
け
、小
泉
農
林
水
産
大
臣
は
備
蓄

米
の
相
次
ぐ
放
出
に
踏
み
切
り
、さ
ら
に
農

水
省
が
輸
入
米
の
S
B
S
輸
入
を
前
倒
し
し

た
こ
と
で
、9
月
に
も
国
内
市
場
に
出
回
る

見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、新
米
シ
ー
ズ
ン
に

備
蓄
米
と
輸
入
米
が
出
回
り
、米
価
が
大
幅

に
下
落
す
る
懸
念
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
動
向

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催

を
踏
ま
え
な
が
ら
、生
産
・
集
荷
・
販
売
対
策

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、九
州
農
政
局
生
産
部
の
満

永
俊
典
部
長
や
熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
経

営
局
の
徳
永
浩
美
局
長
が
祝
辞
を
述
べ
華
を

添
え
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
の
推
進
計
画
で
は
、①
県
産
Ｊ

Ａ
米
の
信
頼
確
保
と
地
域
特
性
を
活
か
し
た

良
食
味
米
作
り
等
の「
生
産
対
策
」、②
実
需
者

へ
の
安
定
供
給
に
よ
る
再
生
産
可
能
な
価
格

の
確
保
の
た
め
の「
集
荷
対
策
」、③
県
産
Ｊ
Ａ

米
の
認
知
度
向
上
と
販
売
促
進
に
向
け
た「
販

売
促
進
対
策
」、④
日
本
型
食
生
活
の
普
及
拡

大
に
向
け
た「
食
育
・
消
費
拡
大
対
策
」に
取
り

組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
稲
作
部
会
の
立
石
翼

部
会
長
が
令
和
7
年
度
の
集
荷
目
標
の
達
成

に
向
け
て
力
強
い
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

▲グランメッセでの展示会会場の様子

▲関係者によるテープカット

　
J
A
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、7
月
25
日
か
ら
の

2
日
間
、上
益
城
郡
益
城
町
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
で「
第
61
回
J
A
グ
ル
ー
プ
熊
本
農
機
自

動
車
大
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
会
は「
食
料
×
農
業
×
農
村

の
未
来
を
創
造
」を
テ
ー
マ
に
、農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
労
働
力
不
足

や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
等
に
対
応
す
る
た

め
、低
コ
ス
ト
農
業
機
械
や「
ス
マ
ー
ト
農

業
」関
連
の
最
新
農
業
機
械
、農
業
資
材
な
ど

を
展
示
・
提
案
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
な
ど
を
搭
載
し
た
新
型
農
機

や
無
人
機
械
、ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行

機
）の
展
示
、コ
ス
ト
低
減
や
労
働
力
軽
減
を

目
的
と
し
た「
蜜
苗
」の
田
植
え
機
、全
自
動

野
菜
移
植
機
に
は
多
く
の
来
場
者
が
興
味
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
新
技
術
を
集
め
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

コ
ー
ナ
ー
に

は
、ア
イ
ガ
モ

ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
抑
草

や
ザ
ル
ビ
オ

（
フ
ィ
ー
ル
ド
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

の
可
変
施
肥
・

散
布
な
ど
の

紹
介
に
も
お

客
さ
ん
が
足

を
止
め
聞
い

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
米
の

第
61
回
農
機
自
動
車
大
展
示
会
開
催

価
格
高
騰
を
受
け
て
か
、精
米
機
や
低
温
保

冷
庫
の
展
示
が
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
開
会
式
で
、Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の

丁
道
夫
会
長
は「
今
回
の
展
示
は
、先
端
技
術

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
農
機
や
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
た
技
術
な
ど
の
提
案
を
通
じ
て
、

農
作
業
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
農

家
の
経
営
安
定
と
と
も
に
、農
畜
産
物
の
安

定
供
給
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
寄

与
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本

隆
幸
会
長
や
、九
州
農
政
局
の
緒
方
和
之
局

長
が
祝
辞
を
述
べ
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
来
場
し
た
組
合
員
は「
機
械
も
資
材
も
毎

年
高
く
な
っ
て
い
る
。今
年
は
特
に
暑
い
の

で
田
植
機
の
屋
根
付
き
フ
レ
ー
ム
を
買
い
に

来
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。



〜
食
料
×
農
業
×
農
村
の
未
来
を
創
造
〜
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
業
者
政

治
連
盟
は
、
8
月
17
日
、
熊
本
市
内
で
「
8

月
10
日
か
ら
の
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
」

と
「
令
和
8
年
度
農
業
政
策
・
予
算
に
関
す

る
要
請
」
を
県
選
出
国
会
議
員
へ
提
出
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
農
政
連
委
員
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
役
職
員
な
ど
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
県
農
政
連
の
安
武
孝
之
副
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
後
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
か
ら
県
選

出
の
国
会
議
員
7
名
（
木
原
稔
衆
議
院
議
員
・

西
野
太
亮
衆
議
院
議
員
・
坂
本
哲
志
衆
議
院

議
員
・
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史

参
議
院
議
員
・
馬
場
成
志
参
議
院
議
員
・
藤

木
眞
也
参
議
院
議
員
）
へ
要
請
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

県
農
政
連
の
宮
本
隆
幸
委
員
長
は
「
10
日
か

ら
の
記
録
的
な
大
雨
は
、
県
内
各
地
に
大
き

な
農
業
被
害
を
与
え
て
い
る
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
熊
本
県
や
関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
被
災

農
家
の
営
農
再
開
に
向
け
、
全
力
で
支
援
し

て
い
く
の
で
、
国
会
議
員
の
先
生
方
に
は
さ

ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
ま
た
、
生
産
者
が
営
農
を
継
続
し
、
我
が

国
の
食
料
安
全
保
障
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
実
効
性
の
あ
る
農
業
政
策
と
予
算
の

増
額
が
、
消
費
者
と
生
産
者
の
双
方
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
請
に
対
し
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員

は
「
高
温
障
害
で
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
矢

先
の
大
雨
で
、
5
年
前
の
水
害
と
も
違
う
異

質
の
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

が
営
農
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
安

心
で
き
る
対
策
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
応
え
ま
し
た
。

▲県選出国会議員へ緊急要請書を手渡すＪＡグループの関係者

▲質問を行う内田久子県女性協副会長

県
選
出
国
会
議
員
へ
８
月
10
日
か
ら
の
大
雨
と
8
年
度
農
業
政
策・予
算
を
要
請

8
月
10
日
か
ら
の
大
雨
に
関
す
る
緊
急
要
請
の

主
な
内
容

①
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
と
被
災
農
業
者

　
へ
の
支
援

②
農
地
等
に
流
入
し
た
土
砂
撤
去
と
農
業

　
関
連
施
設
等
の
復
旧
支
援

③
営
農
再
開
・
再
生
産
に
必
要
な
特
別
の

　
支
援
と
財
政
措
置

④
被
災
し
た
農
業
者
等
へ
の
金
融
支
援

⑤
農
業
共
済
支
払
の
早
期
対
応

⑥
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
災
害
再
発
防

　
止
と
自
然
災
害
に
強
い
産
地
づ
く
り

令
和
8
年
度
農
業
政
策
・
予
算
に
関
す
る
主
な

要
請
内
容

①
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た
基
本

　
法
及
び
基
本
計
画
の
実
効
性
の
確
保

②
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
理
解

　
の
醸
成
・
行
動
変
容

③
共
同
利
用
施
設
の
整
備
・
更
新

④
担
い
手
・「
多
様
な
農
業
者
」・
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
体
へ
の
支
援

⑤
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
ふ
ま

　
え
た
取
り
組
み
推
進

⑥
物
流
効
率
化
へ
の
対
応

⑦
品
目
別
対
策

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
と
お
り

意
見
①

　
国
は
転
作
を
進
め
て
き
た
が
、
今
回
の
米

騒
動
で
食
料
安
保
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

首
相
が
米
を
増
産
す
る
方
針
を
示
し
た
が
本

当
に
増
産
す
る
の
か
。

回
　
答

　
転
作
に
つ
い
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
供
給

を
基
本
に
水
田
政
策
を
進
め
て
い
る
。
新
た

な
水
田
政
策
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
意
見
を

聞
き
、
政
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

意
見
②

　
40
年
後
に
は
、
農
業
従
事
者
は
半
数
に
な

る
と
思
う
。
40
年
先
の
将
来
を
見
据
え
て
農

業
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

回
　
答

　
将
来
の
農
業
基
盤
維
持
を
目
指
す
た
め
の

「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」
で
あ
り
、

農
地
の
大
区
画
化
、
共
同
利
用
施
設
の
再
編
・

整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

意
見
③

　
野
菜
価
格
安
定
制
度
対
象
の
14
品
目
以
外

の
野
菜
も
含
め
て
、
資
材
高
騰
等
を
踏
ま
え
、

適
正
な
価
格
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

回
　
答

　
コ
ス
ト
に
見
合
う
販
売
価
格
を
決
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
主
要
品
目

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
訴
え
て
い
く
。

意
見
④

　
連
棟
ハ
ウ
ス
の
新
設
に
つ
い
て
、
事
業
申

請
が
な
か
な
か
通
ら
な
い
。
申
請
す
る
人
が

い
れ
ば
積
極
的
に
後
押
し
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
半
額
補
助
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
お
願

い
し
た
い
。

回
　
答
　

　
補
助
率
見
直
し
に
つ
い
て
、
ま
だ
実
現
で

き
て
い
な
い
。
今
回
の
再
編
事
業
で
は
6
割

補
助
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▲集荷目標達成に向けた決意表明を行う
　JA阿蘇稲作部会長の立石翼さん

▲大会で挨拶を行う同推進本部の宮本隆幸本部長

　
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
は

7
月
9
日
、熊
本
市
内
で「
く
ま
も
と
売
れ
る

米
づ
く
り
推
進
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、生
産
者
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
役

職
員
、
行
政
・
米
取
扱
い
関
係
者
な
ど
、
約

2
2
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。令
和
7
年
産

米
集
荷
、88
万
俵（
1
俵
60
キ
ロ
）の
目
標
達

成
に
向
け
、県
下
一
丸
と
な
っ
て
集
荷
推
進
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
宮
本
隆
幸
本
部
長（
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
）は
、「
米
を
め
ぐ
る
情
勢

に
つ
い
て
は
、昨
年
か
ら
の
米
価
の
急
激
な

上
昇
を
受
け
、小
泉
農
林
水
産
大
臣
は
備
蓄

米
の
相
次
ぐ
放
出
に
踏
み
切
り
、さ
ら
に
農

水
省
が
輸
入
米
の
S
B
S
輸
入
を
前
倒
し
し

た
こ
と
で
、9
月
に
も
国
内
市
場
に
出
回
る

見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、新
米
シ
ー
ズ
ン
に

備
蓄
米
と
輸
入
米
が
出
回
り
、米
価
が
大
幅

に
下
落
す
る
懸
念
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
動
向

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催

を
踏
ま
え
な
が
ら
、生
産
・
集
荷
・
販
売
対
策

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
、九
州
農
政
局
生
産
部
の
満

永
俊
典
部
長
や
熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
経

営
局
の
徳
永
浩
美
局
長
が
祝
辞
を
述
べ
華
を

添
え
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
の
推
進
計
画
で
は
、①
県
産
Ｊ

Ａ
米
の
信
頼
確
保
と
地
域
特
性
を
活
か
し
た

良
食
味
米
作
り
等
の「
生
産
対
策
」、②
実
需
者

へ
の
安
定
供
給
に
よ
る
再
生
産
可
能
な
価
格

の
確
保
の
た
め
の「
集
荷
対
策
」、③
県
産
Ｊ
Ａ

米
の
認
知
度
向
上
と
販
売
促
進
に
向
け
た「
販

売
促
進
対
策
」、④
日
本
型
食
生
活
の
普
及
拡

大
に
向
け
た「
食
育
・
消
費
拡
大
対
策
」に
取
り

組
み
ま
す
。

　
最
後
に
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
稲
作
部
会
の
立
石
翼

部
会
長
が
令
和
7
年
度
の
集
荷
目
標
の
達
成

に
向
け
て
力
強
い
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

▲グランメッセでの展示会会場の様子

▲関係者によるテープカット

　
J
A
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、7
月
25
日
か
ら
の

2
日
間
、上
益
城
郡
益
城
町
の
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

熊
本
で「
第
61
回
J
A
グ
ル
ー
プ
熊
本
農
機
自

動
車
大
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
会
は「
食
料
×
農
業
×
農
村

の
未
来
を
創
造
」を
テ
ー
マ
に
、農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
労
働
力
不
足

や
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
等
に
対
応
す
る
た

め
、低
コ
ス
ト
農
業
機
械
や「
ス
マ
ー
ト
農

業
」関
連
の
最
新
農
業
機
械
、農
業
資
材
な
ど

を
展
示
・
提
案
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
な
ど
を
搭
載
し
た
新
型
農
機

や
無
人
機
械
、ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行

機
）の
展
示
、コ
ス
ト
低
減
や
労
働
力
軽
減
を

目
的
と
し
た「
蜜
苗
」の
田
植
え
機
、全
自
動

野
菜
移
植
機
に
は
多
く
の
来
場
者
が
興
味
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
新
技
術
を
集
め
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

コ
ー
ナ
ー
に

は
、ア
イ
ガ
モ

ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
抑
草

や
ザ
ル
ビ
オ

（
フ
ィ
ー
ル
ド
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

の
可
変
施
肥
・

散
布
な
ど
の

紹
介
に
も
お

客
さ
ん
が
足

を
止
め
聞
い

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
米
の

第
61
回
農
機
自
動
車
大
展
示
会
開
催

価
格
高
騰
を
受
け
て
か
、精
米
機
や
低
温
保

冷
庫
の
展
示
が
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
開
会
式
で
、Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の

丁
道
夫
会
長
は「
今
回
の
展
示
は
、先
端
技
術

を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
農
機
や
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
た
技
術
な
ど
の
提
案
を
通
じ
て
、

農
作
業
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上
に
よ
る
農

家
の
経
営
安
定
と
と
も
に
、農
畜
産
物
の
安

定
供
給
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
寄

与
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本

隆
幸
会
長
や
、九
州
農
政
局
の
緒
方
和
之
局

長
が
祝
辞
を
述
べ
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
来
場
し
た
組
合
員
は「
機
械
も
資
材
も
毎

年
高
く
な
っ
て
い
る
。今
年
は
特
に
暑
い
の

で
田
植
機
の
屋
根
付
き
フ
レ
ー
ム
を
買
い
に

来
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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【
自
民
党
米
政
策
関
連
会
合
で
意
見
】

　
8
月
8
日
、自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。私

は
、「
現
場
で
は「
増
産
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
て
し
ま
い
、現
場
は
相
当
混
乱
し
て

い
る
。農
水
省
は「
増
産
に
舵
を
切
る
」と
い

う
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
消
す
取
り
組
み

を
早
急
に
行
う
べ
し
。戦
略
作
物
の
生
産
が
大

き
く
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
、現
場
は

相
当
不
安
を
抱
い
て
い
る
。早
急
に
解
決
策

を
示
す
必
要
が
あ
る
。随
意
契
約
米
の
販
売

期
間
を
伸
ば
す
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、予
定

ど
お
り
8
月
末
で
終
了
す
べ
き
。」と
意
見
し

ま
し
た
。「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」が
崩
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、政
府
は
全
力
で
取
り
組

ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、私
も
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

【
8
月
豪
雨
へ
の
対
応
】

　
8
月
15
〜
16
日
に
、熊
本
県
内
各
地
の
大

雨
被
害
の
状
況
把
握
の
た
め
、4
J
A
お
よ
び

3
町
を
見
舞
訪
問
し
ま
し
た
。ま
た
、8
月
17

日
に
、J
A

グ
ル
ー
プ
熊

本
主
催
の
緊

急
要
請
集

会
に
出
席

し
、大
雨
被

害
に
係
る

要
請
を
受

け
ま
し
た
。

　
8
月
18

日
、自
民
党

災
害
対
策

●
農
政
連
鹿
本
総
支
部
の
紹
介

　
鹿
本
地
域
の
生
産
地
帯
は
、大
別
し
て
、南

部
平
坦
地
帯（
山
鹿
市
、鹿
本
町
、鹿
央
町
、植

木
町
）と
北
部
山
麓
地
帯（
鹿
北
町
、菊
鹿
町
）

に
区
別
さ
れ
ま
す
。南
部
平
坦
地
帯
は
、ス
イ

カ
・
メ
ロ
ン
に
代
表
さ
れ
る
施
設
園
芸
団
地

を
形
成
し
、鹿
本
地
域
農
業
の
基
軸
を
な
し
、

野
菜
、米
・
麦
、畜
産
、果
樹
、花
卉
等
基
幹
作

物
と
し
て
産
地
化
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。一

方
、北
部
山
麓
地
帯
は
、米
・
麦
、畜
産
、果
樹
、

筍
、茶
、花
卉
等
の
地
域
の
立
地
条
件
を
最
大

限
に
生
か
し
、様
々
な
作
付
け
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、農
業
を
柱
と
し

た
地
域
で
あ
り
、農
業
・
農
村
を
維
持
・
発
展

す
る
に
あ
た
り
、農
政
活
動
に
お
い
て
は
、支

部
単
位
で
農
業
施
策
に
対
す
る
組
織
討
議
を

行
い
、総
支
部
を
中
心
に
意
見
の
集
約
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
通
常
総
会

　
8
月
12
日
に
第
36
回
通
常
総
会
を
山
鹿
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。農
業
を
巡
る
情
勢
は
、

気
候
変
動

に
よ
る
高

温
障
害
、

頻
発
す
る

自
然
災

害
、
世
界

的
な
食
料

生
産
の
不

特
別
委
員
会（
豪
雨
災
害
対
策
会
議
）が
開
催

さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。私
は
、「
熊
本
県
の
大

施
設
園
芸
地
帯
で
、排
水
が
追
い
つ
か
ず
、内

水
氾
濫
が
生
じ
た
。ち
ょ
う
ど
ト
マ
ト
や
イ

チ
ゴ
の
定
植
時
期
で
あ
り
、苗
が
使
え
な
く

な
っ
た
状
況
が
広
範
囲
で
生
じ
て
い
る
。激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
な
い
と
、生
産
者
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
だ
。こ
れ
ま
で
、都
度
、現
状
復

旧
で
や
っ
て
き
た
が
、同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
と
雨
の
降
り
方

が
異
常
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、改
良
復
旧

を
前
提
と
し
た
事
業
を
す
す
め
る
べ
き
。」と

意
見
し
ま
し
た
。

【
自
民
党
農
林
関
連
会
合
に
出
席
】

　
8
月
20
日
、自
民
党
総
合
農
林
政
策
調
査

会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、出
席

し
ま
し
た
。会
合
で
は
、令
和
8
年
度
農
林
関

連
予
算
概
算
要
求
･
額
な
し
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。私
は
、「
①
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
は
、戦
略
作
物
か
ら
主
食
用
米
に
流

れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
十
分
な
予
算
の

確
保
が
不
可
欠
だ
、②
共
同
利
用
施
設
に
か

か
る
5
年
集
中
期
間
の
予
算
を
確
保
で
き
そ

う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、従
来
の
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
や
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
予

算
を
減
ら
し
て
は
い
け
な
い
、③
農
業
共
済
の

予
算
や
家
畜
診
療
所
の
支
援
は
し
っ
か
り
確

保
す
べ
き
。④
養
蜂
に
か
か
る
予
算
確
保
が
必

要
、⑤
国
産
飼
料
生
産
に
か
か
る
機
械
支
援

の
補
助
率
を
高
く
す
べ
き
、⑥
鳥
獣
害
対
策
予

算
は
全
体
的
に
全
然
足
り
て
い
な
い
の
で
予

算
拡
充
が
必
要
、⑦
随
意
契
約
米
の
販
売
延

長
に
つ
い
て
、こ
う
い
っ
た
重
要
案
件
は
政
府

が
勝
手
に
決
め
て
マ
ス
コ
ミ
に
流
す
の
で
は

な
く
、事
前
に
き
ち
ん
と
党
と
よ
く
相
談
す
べ

き
、現
場
は
混
乱
し
て
い
る
」と
意
見
し
ま
し

た
。

▲8月15日熊本県内豪雨災害視察

鹿
本
総
支
部
だ
よ
り

鹿
本
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

安
定
さ
が
顕
在
化
す
る
中
、国
民
へ
の
安
全
・

安
心
な
食
料
を
安
定
し
て
供
給
す
る
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、農
政
連
鹿
本
総
支
部

で
は
、①
総
合
的
な
農
政
の
確
立
と
農
業
政

策
・
予
算
要
望
②
課
題
別
、品
目
別
農
政
対
策

の
強
化
③
農
政
推
進
体
制
及
び
情
報
提
供
の

強
化
を
令
和
7
年
度
の
重
点
活
動
事
項
と
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

●
東
野
ひ
で
き
候
補
個
人
演
説

　
今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、熊
本

県
農
政
連
が
全
国
比
例
代
表
と
し
て
推
薦
し

た
東
野
ひ
で
き
氏
が
7
月
11
日
に
Ｊ
Ａ
鹿
本

本
所
を
遊
説
で

訪
れ
ま
し
た
。

青
年
部
、
女
性

部
、
生
産
者
代

表
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
東
野
ひ
で

き
氏
に
激
励
を

贈
り
ま
し
た
。

演
説
後
に
は
、一

人
ひ
と
り
と
握

手
を
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
丸

と
な
っ
て
選
挙

戦
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

今
回
は
、「
鹿
本
総
支
部
」（
西
岡
裕
治
総
支
部
長
・
J
A
鹿
本
組
合
長
、
吉
良
生
博
事
務
局
長
・

J
A
鹿
本
営
農
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

●
県
選
出
国
会
議

員
へ
の
要
請
活
動

（
青
年
部
）

　
Ｊ
Ａ
鹿
本
青

年
部
は
、
毎
年
、

全
国
青
年
大
会

の
開
催
に
合
わ

せ
、県
選
出
国
会

議
員
へ
の
要
請
活

動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年

は
、坂
本
哲
志
農

林
水
産
大
臣（
※

当
時
）
を
訪
れ
、

資
材
・
燃
油
高
騰

対
策
や
農
産
物

価
格
転
嫁
に
対
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

●
熊
本
市
長
と
の
対
話
集
会（
青
年
部
）

　
熊
本
市
長
と
の
対
話
を
通
じ
て
市
政
や
農

業
政
策
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、青
年

農
業
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
提
起
や
農
業
政

策
へ
の
要
請
を
行
う
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。熊
本
市
対
象
の
た
め
、Ｊ
Ａ
熊
本

市
、Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
の
青
壮
年
部
と
と
も
に

参
加
し
て
い
ま
す
。令
和
6
年
度
は
、「
熊
本
市

の
農
業
の

未
来
に
つ

い
て
」
を

テ
ー
マ
と

し
て
活
発

な
意
見
交

換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

で
は
米
に
関
す
る
議
題
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の「
需
要
に
応
じ
た
生

産
」で
は
、米
だ
け
で
な
く
麦
や
大
豆
、飼
料

用
米
を
含
め
た
輸
入
依
存
穀
物
の
増
産
に
取

り
組
み
、実
需
者
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。わ

れ
わ
れ
農
業
者
は
、今
後
も
需
要
に
応
じ
た

生
産
を
念
頭
に
置
き
、米
の
み
な
ら
ず
、国
産

農
畜
産
物
の
生
産
に
取
り
組
み
、食
料
安
全

保
障
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
皆
様
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
し
て
い
く

た
め
に
は
、政
策
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。現
場
の
思
い
を
国
政

に
反
映
す
べ
く
、こ
れ
か
ら
も
全
力
で
が
ん

ば
り
ま
す
！

【
初
当
選
・
初
登
院
】

　
先
般
執
行
さ
れ
た
第
二
十
七
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
に
よ
り
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。8
月

1
日
に
議
員
バ
ッ
ジ
を
胸
に
、身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
初
登
院
し
ま
し
た
。

【
初
め
て
の
農
林
関
係
会
合
】

　
8
月
8
日
の
農
林
合
同
を
皮
切
り
に
、自

民
党
農
林
関
係
会
合
に
出
席
し
、現
場
の
声

を
積
極
的
に
発
言
し
て
お
り
ま
す
。現
時
点▲初登院

▲農林部会で発言

▲通常総会の様子

▲東野ひでき候補の個人演説会の様子

▲坂本哲志農水大臣（当時）へ要請を行う
▲熊本市長との対話集会で
　挨拶を行う大西一史市長

主な生産部会・組織数 農政連鹿本総支部構成図

農政連鹿本総支部

植
木
支
部

鹿
央
支
部

鹿
本
町
支
部

菊
鹿
支
部

鹿
北
支
部

山
鹿
支
部

組 織 名
普通作部会
採種部会
園芸部会
苺部会
アスパラ部会
花卉部会
筍部会
茶生産部会
草花部会
樹芸部会
クリ部会
みかん部会
カキ部会

1162
91
460
43
72
38
330
18
8
14
513
82
46

構成員数（人） 組 織 名
ナシ部会
ハウスきんかん部会
モモ部会
スモモ部会
酪農部会
肥育牛部会
繁殖牛部会
農機自動車推進部会
鹿本地域農業青色申告会
青年部
女性部
ファーマーズマーケット
会員協議会

11
9
3
4
6
8
24
225
660
133
523

784

構成員数（人）

（令和7年3月31日現在）

現
場
と
共
に
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自
民
党
米
政
策
関
連
会
合
で
意
見
】

　
8
月
8
日
、自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。私

は
、「
現
場
で
は「
増
産
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
て
し
ま
い
、現
場
は
相
当
混
乱
し
て

い
る
。農
水
省
は「
増
産
に
舵
を
切
る
」と
い

う
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
消
す
取
り
組
み

を
早
急
に
行
う
べ
し
。戦
略
作
物
の
生
産
が
大

き
く
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
、現
場
は

相
当
不
安
を
抱
い
て
い
る
。早
急
に
解
決
策

を
示
す
必
要
が
あ
る
。随
意
契
約
米
の
販
売

期
間
を
伸
ば
す
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、予
定

ど
お
り
8
月
末
で
終
了
す
べ
き
。」と
意
見
し

ま
し
た
。「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」が
崩
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、政
府
は
全
力
で
取
り
組

ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、私
も
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

【
8
月
豪
雨
へ
の
対
応
】

　
8
月
15
〜
16
日
に
、熊
本
県
内
各
地
の
大

雨
被
害
の
状
況
把
握
の
た
め
、4
J
A
お
よ
び

3
町
を
見
舞
訪
問
し
ま
し
た
。ま
た
、8
月
17

日
に
、J
A

グ
ル
ー
プ
熊

本
主
催
の
緊

急
要
請
集

会
に
出
席

し
、大
雨
被

害
に
係
る

要
請
を
受

け
ま
し
た
。

　
8
月
18

日
、自
民
党

災
害
対
策

●
農
政
連
鹿
本
総
支
部
の
紹
介

　
鹿
本
地
域
の
生
産
地
帯
は
、大
別
し
て
、南

部
平
坦
地
帯（
山
鹿
市
、鹿
本
町
、鹿
央
町
、植

木
町
）と
北
部
山
麓
地
帯（
鹿
北
町
、菊
鹿
町
）

に
区
別
さ
れ
ま
す
。南
部
平
坦
地
帯
は
、ス
イ

カ
・
メ
ロ
ン
に
代
表
さ
れ
る
施
設
園
芸
団
地

を
形
成
し
、鹿
本
地
域
農
業
の
基
軸
を
な
し
、

野
菜
、米
・
麦
、畜
産
、果
樹
、花
卉
等
基
幹
作

物
と
し
て
産
地
化
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。一

方
、北
部
山
麓
地
帯
は
、米
・
麦
、畜
産
、果
樹
、

筍
、茶
、花
卉
等
の
地
域
の
立
地
条
件
を
最
大

限
に
生
か
し
、様
々
な
作
付
け
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、農
業
を
柱
と
し

た
地
域
で
あ
り
、農
業
・
農
村
を
維
持
・
発
展

す
る
に
あ
た
り
、農
政
活
動
に
お
い
て
は
、支

部
単
位
で
農
業
施
策
に
対
す
る
組
織
討
議
を

行
い
、総
支
部
を
中
心
に
意
見
の
集
約
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
通
常
総
会

　
8
月
12
日
に
第
36
回
通
常
総
会
を
山
鹿
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
。農
業
を
巡
る
情
勢
は
、

気
候
変
動

に
よ
る
高

温
障
害
、

頻
発
す
る

自
然
災

害
、
世
界

的
な
食
料

生
産
の
不

特
別
委
員
会（
豪
雨
災
害
対
策
会
議
）が
開
催

さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。私
は
、「
熊
本
県
の
大

施
設
園
芸
地
帯
で
、排
水
が
追
い
つ
か
ず
、内

水
氾
濫
が
生
じ
た
。ち
ょ
う
ど
ト
マ
ト
や
イ

チ
ゴ
の
定
植
時
期
で
あ
り
、苗
が
使
え
な
く

な
っ
た
状
況
が
広
範
囲
で
生
じ
て
い
る
。激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
な
い
と
、生
産
者
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
だ
。こ
れ
ま
で
、都
度
、現
状
復

旧
で
や
っ
て
き
た
が
、同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
。今
後
は
、こ
れ
ま
で
と
雨
の
降
り
方

が
異
常
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、改
良
復
旧

を
前
提
と
し
た
事
業
を
す
す
め
る
べ
き
。」と

意
見
し
ま
し
た
。

【
自
民
党
農
林
関
連
会
合
に
出
席
】

　
8
月
20
日
、自
民
党
総
合
農
林
政
策
調
査

会
・
農
林
部
会
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、出
席

し
ま
し
た
。会
合
で
は
、令
和
8
年
度
農
林
関

連
予
算
概
算
要
求
･
額
な
し
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。私
は
、「
①
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
は
、戦
略
作
物
か
ら
主
食
用
米
に
流

れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
十
分
な
予
算
の

確
保
が
不
可
欠
だ
、②
共
同
利
用
施
設
に
か

か
る
5
年
集
中
期
間
の
予
算
を
確
保
で
き
そ

う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、従
来
の
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
や
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
予

算
を
減
ら
し
て
は
い
け
な
い
、③
農
業
共
済
の

予
算
や
家
畜
診
療
所
の
支
援
は
し
っ
か
り
確

保
す
べ
き
。④
養
蜂
に
か
か
る
予
算
確
保
が
必

要
、⑤
国
産
飼
料
生
産
に
か
か
る
機
械
支
援

の
補
助
率
を
高
く
す
べ
き
、⑥
鳥
獣
害
対
策
予

算
は
全
体
的
に
全
然
足
り
て
い
な
い
の
で
予

算
拡
充
が
必
要
、⑦
随
意
契
約
米
の
販
売
延

長
に
つ
い
て
、こ
う
い
っ
た
重
要
案
件
は
政
府

が
勝
手
に
決
め
て
マ
ス
コ
ミ
に
流
す
の
で
は

な
く
、事
前
に
き
ち
ん
と
党
と
よ
く
相
談
す
べ

き
、現
場
は
混
乱
し
て
い
る
」と
意
見
し
ま
し

た
。

▲8月15日熊本県内豪雨災害視察

鹿
本
総
支
部
だ
よ
り

鹿
本
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

安
定
さ
が
顕
在
化
す
る
中
、国
民
へ
の
安
全
・

安
心
な
食
料
を
安
定
し
て
供
給
す
る
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、農
政
連
鹿
本
総
支
部

で
は
、①
総
合
的
な
農
政
の
確
立
と
農
業
政

策
・
予
算
要
望
②
課
題
別
、品
目
別
農
政
対
策

の
強
化
③
農
政
推
進
体
制
及
び
情
報
提
供
の

強
化
を
令
和
7
年
度
の
重
点
活
動
事
項
と
す

る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

●
東
野
ひ
で
き
候
補
個
人
演
説

　
今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、熊
本

県
農
政
連
が
全
国
比
例
代
表
と
し
て
推
薦
し

た
東
野
ひ
で
き
氏
が
7
月
11
日
に
Ｊ
Ａ
鹿
本

本
所
を
遊
説
で

訪
れ
ま
し
た
。

青
年
部
、
女
性

部
、
生
産
者
代

表
、
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
東
野
ひ
で

き
氏
に
激
励
を

贈
り
ま
し
た
。

演
説
後
に
は
、一

人
ひ
と
り
と
握

手
を
し
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
一
丸

と
な
っ
て
選
挙

戦
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

今
回
は
、「
鹿
本
総
支
部
」（
西
岡
裕
治
総
支
部
長
・
J
A
鹿
本
組
合
長
、
吉
良
生
博
事
務
局
長
・

J
A
鹿
本
営
農
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

●
県
選
出
国
会
議

員
へ
の
要
請
活
動

（
青
年
部
）

　
Ｊ
Ａ
鹿
本
青

年
部
は
、
毎
年
、

全
国
青
年
大
会

の
開
催
に
合
わ

せ
、県
選
出
国
会

議
員
へ
の
要
請
活

動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
昨
年

は
、坂
本
哲
志
農

林
水
産
大
臣（
※

当
時
）
を
訪
れ
、

資
材
・
燃
油
高
騰

対
策
や
農
産
物

価
格
転
嫁
に
対
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

●
熊
本
市
長
と
の
対
話
集
会（
青
年
部
）

　
熊
本
市
長
と
の
対
話
を
通
じ
て
市
政
や
農

業
政
策
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、青
年

農
業
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
提
起
や
農
業
政

策
へ
の
要
請
を
行
う
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。熊
本
市
対
象
の
た
め
、Ｊ
Ａ
熊
本

市
、Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
の
青
壮
年
部
と
と
も
に

参
加
し
て
い
ま
す
。令
和
6
年
度
は
、「
熊
本
市

の
農
業
の

未
来
に
つ

い
て
」
を

テ
ー
マ
と

し
て
活
発

な
意
見
交

換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

で
は
米
に
関
す
る
議
題
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の「
需
要
に
応
じ
た
生

産
」で
は
、米
だ
け
で
な
く
麦
や
大
豆
、飼
料

用
米
を
含
め
た
輸
入
依
存
穀
物
の
増
産
に
取

り
組
み
、実
需
者
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。わ

れ
わ
れ
農
業
者
は
、今
後
も
需
要
に
応
じ
た

生
産
を
念
頭
に
置
き
、米
の
み
な
ら
ず
、国
産

農
畜
産
物
の
生
産
に
取
り
組
み
、食
料
安
全

保
障
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
皆
様
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
し
て
い
く

た
め
に
は
、政
策
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。現
場
の
思
い
を
国
政

に
反
映
す
べ
く
、こ
れ
か
ら
も
全
力
で
が
ん

ば
り
ま
す
！

【
初
当
選
・
初
登
院
】

　
先
般
執
行
さ
れ
た
第
二
十
七
回
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
、皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
に
よ
り
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。8
月

1
日
に
議
員
バ
ッ
ジ
を
胸
に
、身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
初
登
院
し
ま
し
た
。

【
初
め
て
の
農
林
関
係
会
合
】

　
8
月
8
日
の
農
林
合
同
を
皮
切
り
に
、自

民
党
農
林
関
係
会
合
に
出
席
し
、現
場
の
声

を
積
極
的
に
発
言
し
て
お
り
ま
す
。現
時
点▲初登院

▲農林部会で発言

▲通常総会の様子

▲東野ひでき候補の個人演説会の様子

▲坂本哲志農水大臣（当時）へ要請を行う
▲熊本市長との対話集会で
　挨拶を行う大西一史市長

主な生産部会・組織数 農政連鹿本総支部構成図

農政連鹿本総支部

植
木
支
部

鹿
央
支
部

鹿
本
町
支
部

菊
鹿
支
部

鹿
北
支
部

山
鹿
支
部

組 織 名
普通作部会
採種部会
園芸部会
苺部会
アスパラ部会
花卉部会
筍部会
茶生産部会
草花部会
樹芸部会
クリ部会
みかん部会
カキ部会

1162
91
460
43
72
38
330
18
8
14
513
82
46

構成員数（人） 組 織 名
ナシ部会
ハウスきんかん部会
モモ部会
スモモ部会
酪農部会
肥育牛部会
繁殖牛部会
農機自動車推進部会
鹿本地域農業青色申告会
青年部
女性部
ファーマーズマーケット
会員協議会

11
9
3
4
6
8
24
225
660
133
523

784

構成員数（人）

（令和7年3月31日現在）

現
場
と
共
に
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農
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
Ｊ
Ａ
共

済
に
は「
農
業
者
賠
償
責
任
共
済（
フ

ァ
ー
マ
ス
ト
）」が
あ
り
ま
す
！

　
農
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
身
近
に
存

在
し
て
お
り
、農
地
や
農
業
施
設
の
所
有
・
使

用
・
管
理
、農
作
業
に
起
因
す
る
賠
償
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、草
刈
り
機

を
使
っ
て
草
刈
り
中
に
小
石
を
は
ね
て
他
人

の
車
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、畑
で

農
薬
を
散
布
し
て
い
た
際
に
操
作
を
誤
り
、

隣
接
す
る
農
家
の
畑
に

農
薬
が
飛
散
し
生
育
不

良
と
な
っ
た
場
合
、さ
ら

に
飼
育
し
て
い
る
牛
が

敷
地
外
へ
脱
走
し
、
走

行
中
の
他
人
の
車
両
と

接
触
し
損
害
を
与
え
た

と
い
っ
た
事
例
は
施
設

賠
償
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、出
荷
し
た
小

麦
に
ソ
バ
が
混
入
し
て

お
り
販
売
先
か
ら
賠
償

金
の
請
求
を
受
け
た
事

例
や
、直
売
所
で
販
売

し
た
ジ
ャ
ム
が
原
因
で

お
客
様
が
食
中
毒
を
起

こ
し
た
と
い
っ
た
事
例

は
生
産
物
賠
償
に
あ
た

り
ま
す
。 農

業
に
と
も
な
う
賠
償
リ
ス
ク
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

そ
の
リ
ス
ク
、Ｊ
Ａ
の
農
業
者
賠
償
責
任
共
済

　
　
　
　
　（
フ
ァ
ー
マ
ス
ト
）が
解
決
し
ま
す
！

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
8
月
9
日
か

ら
10
日
に
か
け
て
芦
北
町
の
し
ろ
や

ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た「
第

11
回
藤
井
瑞
希
杯
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」に
協
賛
し
、県
産
農
畜
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
外
よ
り
約

2
2
0
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、指
導
者
や

保
護
者
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
を
頑
張
る
子
ど
も
達
を
応
援
し
よ
う

と
、同
連
は
令
和
4
年
度
か
ら
本
大
会
に
協

賛
し
て
い
ま
す
。

　
上
位
入
賞
者
へ
の
賞
品
と
し
て「
く
ま
も
と

の
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
1
㎏
」、「
純
米
か
す
て

ら
」な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。ま
た
、会
場
内

に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、ジ
ュ
ー
ス
の
無
料

配
布
や
Ｐ
Ｂ
商
品
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶「
森
の

く
ま
さ
ん
」な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
疲
れ
た
か
ら
お
い
し
い
ジ
ュ
ー
ス
で
元
気
に

な
っ
た
」、「
優
勝
し
て
お
肉
を
持
っ
て
帰
れ
た

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
営
農
指
導
協
議

会
と
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
8
月
5
日
、

合
志
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
で

「
令
和
7
年
度
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
熊

本
県
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。8
Ｊ

Ａ
の
営
農
指
導
員
が
、農
家
所
得
の
増
大
に

向
け
た
技
術
指
導
や
産
地
振
興
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
事
例
を
発
表

し
、最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
岩
本
孔

明
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
営
農
指
導
員
間
の
技
術
・
情

報
の
共
有
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的

に
、県
内
Ｊ
Ａ
や
連
合
会
の
役
職
員
ら
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
熊
本
中

央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
農
家
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
指
導
員
と
し
て
活
躍
を
期
待
す

る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
岩
本
さ
ん
の
発
表

の
テ
ー
マ
は「
八
代
生
姜
を
次
世
代
に
繋
ぐ

令
和
７
年
度 

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
熊
本
県
大
会
開
催

「
第
11
回
藤
井
瑞
希
杯
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」を

通
じ
県
産
農
畜
産
物
を
P
R

貧
血

　JA中央会

JA経済連
　
貧
血
と
は
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
の
量
が
少
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い

ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
は
、
酸
素
を

全
身
に
運
ぶ
働
き
が
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

で
す
。

　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
が
減
っ
て
貧
血
に
な

る
と
、
体
に
酸
素
が
足
り
な
い
状
態
と
な
り
、

様
々
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
女
性
に
多
く
、
10
人
に
1
人
が
貧

血
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
原
因
】

　
貧
血
に
な
る
主
な
原
因
は
、

①
偏
食
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
良
質
な
た
ん

　
ぱ
く
質
・
鉄
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
不
足

②
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
に
よ
る
母
体
の
鉄
分

　
不
足

③
生
理
に
よ
る
出
血

④
慢
性
的
な
出
血
や
病
気
が
原
因
と
な
る
貧
血

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

【
症
状
】

　
症
状
と
し
て
は
、

①
め
ま
い

②
ふ
ら
つ
き

③
息
切
れ

④
倦
怠
感

⑤
動
悸

⑥
頭
が
重
い

⑦
失
神

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
貧
血
の
重
症
度
や
進

行
の
速
さ
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り
、
貧
血

　　JA厚生連

　JA共済連

▲発表の様子

▲受賞した宮川さん（左）、岩本さん（中）、木下さん

▲選手宣誓する参加選手

▲入賞し喜ぶ参加者ら▲会場内ブースの様子

た
め
に
〜
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度

取
得
と
農
村
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
〜
」。行

政
と
の
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
向

け
た
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
を
取

得
す
る
取
り
組
み
や
担
い
手
確
保
の
た
め
の

環
境
整
備
に
向
け
た
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。審
査
員
長
を
務
め
た
県
農
業
革
新
支
援

セ
ン
タ
ー
の
戸
田
世
嗣
セ
ン
タ
ー
長
は「
農

業
の
厳
し
い
環
境
の
中
、営
農
指
導
員
と
し

て
熱
意
を
も
っ
て
組
合
員
と
向
き
合
っ
て
い

る
姿
が
み
ら
れ
た
。こ
れ
か
ら
の
発
展
が
楽

し
み
だ
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
岩
本
さ
ん
は
12
月
に
大
分
県
で
開
か
れ

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
考
会
に
出
場
し
ま

す
。そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称

略
、か
っ
こ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）

　
▽
優
秀
賞
＝
宮
川
翔（
Ｊ
Ａ
菊
池
）

　
　
　
　
　
　
木
下
翔
太（
Ｊ
Ａ
阿
蘇
）

ら
い
い
な
」、「
頑
張
っ
て
優
勝
し
て
賞
品
と

り
た
い
」な
ど
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。同
連
は
、今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、食
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、事
故
に
よ
り
、介
護
を
要
す
る
重

度
の
後
遺
障
害
を
負
わ
せ
た
り
、死
亡
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
場
合
、高
額
の
損
害
賠

償
が
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　「
農
業
者
賠
償
責
任
共
済（
フ
ァ
ー
マ
ス

ト
）」は
、こ
の
よ
う
な
農
業
者
を
取
り
巻
く

賠
償
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
共

済
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
A
窓
口
ま
で
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

が
重
い
場
合
は
安
静
時
に
も
症
状
が
現
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
軽
度
の
貧
血
だ
と
症
状
が

現
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
進
行
す
る

ま
で
自
覚
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
検
査
・
診
断
】

　
貧
血
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
で

診
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
貧
血
の
重
症
度
は
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
値
で
判
定
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
等
の
血
液
検
査
で
は
、
血
液
中

の
赤
血
球
数
や
血
液
中
の
赤
血
球
の
割
合
を

示
す
赤
血
球
容
積
も
同
時
に
測
定
さ
れ
、
貧

血
以
外
の
病
気
と
の
鑑
別
や
、
貧
血
の
原
因

を
調
べ
る
際
の
指
標
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
予
防
】

　
貧
血
の
多
く
は
、
偏
っ
た
食
生
活
が
原
因

で
、
た
ん
ぱ
く
質
・
鉄
分
・
鉄
分
の
吸
収
を

助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
中

心
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
化
器
系
が
ん
や
潰
瘍
、
婦
人
科

系
の
が
ん
な
ど
の
継
続
的
な
出
血
に
よ
る
貧

血
も
あ
る
た
め
、
原
因
を
精
査
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
特
に
症
状
が
な
く
て
も
、
早
め
に
貧
血
に

気
づ
け
る
良
い
機
会
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
1
年
に
1
回
定
期
的
に
人
間
ド
ッ

ク
や
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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農
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
Ｊ
Ａ
共

済
に
は「
農
業
者
賠
償
責
任
共
済（
フ

ァ
ー
マ
ス
ト
）」が
あ
り
ま
す
！

　
農
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
身
近
に
存

在
し
て
お
り
、農
地
や
農
業
施
設
の
所
有
・
使

用
・
管
理
、農
作
業
に
起
因
す
る
賠
償
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、草
刈
り
機

を
使
っ
て
草
刈
り
中
に
小
石
を
は
ね
て
他
人

の
車
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、畑
で

農
薬
を
散
布
し
て
い
た
際
に
操
作
を
誤
り
、

隣
接
す
る
農
家
の
畑
に

農
薬
が
飛
散
し
生
育
不

良
と
な
っ
た
場
合
、さ
ら

に
飼
育
し
て
い
る
牛
が

敷
地
外
へ
脱
走
し
、
走

行
中
の
他
人
の
車
両
と

接
触
し
損
害
を
与
え
た

と
い
っ
た
事
例
は
施
設

賠
償
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、出
荷
し
た
小

麦
に
ソ
バ
が
混
入
し
て

お
り
販
売
先
か
ら
賠
償

金
の
請
求
を
受
け
た
事

例
や
、直
売
所
で
販
売

し
た
ジ
ャ
ム
が
原
因
で

お
客
様
が
食
中
毒
を
起

こ
し
た
と
い
っ
た
事
例

は
生
産
物
賠
償
に
あ
た

り
ま
す
。 農

業
に
と
も
な
う
賠
償
リ
ス
ク
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

そ
の
リ
ス
ク
、Ｊ
Ａ
の
農
業
者
賠
償
責
任
共
済

　
　
　
　
　（
フ
ァ
ー
マ
ス
ト
）が
解
決
し
ま
す
！

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
8
月
9
日
か

ら
10
日
に
か
け
て
芦
北
町
の
し
ろ
や

ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た「
第

11
回
藤
井
瑞
希
杯
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」に
協
賛
し
、県
産
農
畜
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
県
内
外
よ
り
約

2
2
0
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、指
導
者
や

保
護
者
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
を
頑
張
る
子
ど
も
達
を
応
援
し
よ
う

と
、同
連
は
令
和
4
年
度
か
ら
本
大
会
に
協

賛
し
て
い
ま
す
。

　
上
位
入
賞
者
へ
の
賞
品
と
し
て「
く
ま
も
と

の
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
1
㎏
」、「
純
米
か
す
て

ら
」な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。ま
た
、会
場
内

に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、ジ
ュ
ー
ス
の
無
料

配
布
や
Ｐ
Ｂ
商
品
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶「
森
の

く
ま
さ
ん
」な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
出
場
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
疲
れ
た
か
ら
お
い
し
い
ジ
ュ
ー
ス
で
元
気
に

な
っ
た
」、「
優
勝
し
て
お
肉
を
持
っ
て
帰
れ
た

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
営
農
指
導
協
議

会
と
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
8
月
5
日
、

合
志
市
の
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
で

「
令
和
7
年
度
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
実
践
熊

本
県
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。8
Ｊ

Ａ
の
営
農
指
導
員
が
、農
家
所
得
の
増
大
に

向
け
た
技
術
指
導
や
産
地
振
興
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
事
例
を
発
表

し
、最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
岩
本
孔

明
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
に
は
営
農
指
導
員
間
の
技
術
・
情

報
の
共
有
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的

に
、県
内
Ｊ
Ａ
や
連
合
会
の
役
職
員
ら
約

1
0
0
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が
参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
熊
本
中

央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
農
家
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
指
導
員
と
し
て
活
躍
を
期
待
す

る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
岩
本
さ
ん
の
発
表

の
テ
ー
マ
は「
八
代
生
姜
を
次
世
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に
繋
ぐ

令
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７
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小
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通
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物
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血
液
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ン
の
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な
く
な
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を
い
い

ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
は
、
酸
素
を

全
身
に
運
ぶ
働
き
が
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

で
す
。

　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
が
減
っ
て
貧
血
に
な

る
と
、
体
に
酸
素
が
足
り
な
い
状
態
と
な
り
、

様
々
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
と
く
に
女
性
に
多
く
、
10
人
に
1
人
が
貧

血
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
原
因
】

　
貧
血
に
な
る
主
な
原
因
は
、

①
偏
食
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
良
質
な
た
ん

　
ぱ
く
質
・
鉄
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
不
足

②
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
に
よ
る
母
体
の
鉄
分

　
不
足

③
生
理
に
よ
る
出
血

④
慢
性
的
な
出
血
や
病
気
が
原
因
と
な
る
貧
血

　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

【
症
状
】

　
症
状
と
し
て
は
、

①
め
ま
い

②
ふ
ら
つ
き

③
息
切
れ

④
倦
怠
感

⑤
動
悸

⑥
頭
が
重
い

⑦
失
神

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
貧
血
の
重
症
度
や
進

行
の
速
さ
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り
、
貧
血

　　JA厚生連

　JA共済連
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▲受賞した宮川さん（左）、岩本さん（中）、木下さん

▲選手宣誓する参加選手

▲入賞し喜ぶ参加者ら▲会場内ブースの様子

た
め
に
〜
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度

取
得
と
農
村
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
〜
」。行

政
と
の
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
向

け
た
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
を
取

得
す
る
取
り
組
み
や
担
い
手
確
保
の
た
め
の

環
境
整
備
に
向
け
た
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。審
査
員
長
を
務
め
た
県
農
業
革
新
支
援

セ
ン
タ
ー
の
戸
田
世
嗣
セ
ン
タ
ー
長
は「
農

業
の
厳
し
い
環
境
の
中
、営
農
指
導
員
と
し

て
熱
意
を
も
っ
て
組
合
員
と
向
き
合
っ
て
い

る
姿
が
み
ら
れ
た
。こ
れ
か
ら
の
発
展
が
楽

し
み
だ
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
岩
本
さ
ん
は
12
月
に
大
分
県
で
開
か
れ

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
選
考
会
に
出
場
し
ま

す
。そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称

略
、か
っ
こ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）

　
▽
優
秀
賞
＝
宮
川
翔（
Ｊ
Ａ
菊
池
）

　
　
　
　
　
　
木
下
翔
太（
Ｊ
Ａ
阿
蘇
）

ら
い
い
な
」、「
頑
張
っ
て
優
勝
し
て
賞
品
と

り
た
い
」な
ど
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。同
連
は
、今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、食
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、事
故
に
よ
り
、介
護
を
要
す
る
重

度
の
後
遺
障
害
を
負
わ
せ
た
り
、死
亡
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
し
た
場
合
、高
額
の
損
害
賠

償
が
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　「
農
業
者
賠
償
責
任
共
済（
フ
ァ
ー
マ
ス

ト
）」は
、こ
の
よ
う
な
農
業
者
を
取
り
巻
く

賠
償
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
共

済
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｊ
A
窓
口
ま
で
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

が
重
い
場
合
は
安
静
時
に
も
症
状
が
現
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
軽
度
の
貧
血
だ
と
症
状
が

現
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
か
な
り
進
行
す
る

ま
で
自
覚
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
検
査
・
診
断
】

　
貧
血
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
で

診
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
貧
血
の
重
症
度
は
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
値
で
判
定
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
等
の
血
液
検
査
で
は
、
血
液
中

の
赤
血
球
数
や
血
液
中
の
赤
血
球
の
割
合
を

示
す
赤
血
球
容
積
も
同
時
に
測
定
さ
れ
、
貧

血
以
外
の
病
気
と
の
鑑
別
や
、
貧
血
の
原
因

を
調
べ
る
際
の
指
標
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
予
防
】

　
貧
血
の
多
く
は
、
偏
っ
た
食
生
活
が
原
因

で
、
た
ん
ぱ
く
質
・
鉄
分
・
鉄
分
の
吸
収
を

助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
中

心
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
消
化
器
系
が
ん
や
潰
瘍
、
婦
人
科

系
の
が
ん
な
ど
の
継
続
的
な
出
血
に
よ
る
貧

血
も
あ
る
た
め
、
原
因
を
精
査
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
特
に
症
状
が
な
く
て
も
、
早
め
に
貧
血
に

気
づ
け
る
良
い
機
会
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
1
年
に
1
回
定
期
的
に
人
間
ド
ッ

ク
や
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
9
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
毎
日
読
む
新
聞
と
一
緒
に
入
っ
て
い
る
の
が
、チ
ラ

シ
で
す
。ス
ー
パ
ー
や
自
動
車
、不
動
産
・
住
宅
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。皆
さ
ん
も
た
ま
に
は
チ
ラ
シ
を
広
げ
て

見
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、最
近
気
に
な
っ
て
い

る
の
が
、月
曜
日
の
チ
ラ
シ
で
す
。以
前
は
月
曜
日
の

チ
ラ
シ
と
言
え
ば
多
く
の
パ
チ
ン
コ
店
の
開
店
案
内

が
定
番
で
し
た
。と
こ
ろ
が
最
近
、目
に
す
る
の
は
古

物
買
取
等
の
質
屋
の
チ
ラ
シ
で
す
。パ
チ
ン
コ
業
界
の

衰
退
と
古
物
買
取
の
伸
び
が
月
曜
日
の
チ
ラ
シ
に
現

れ
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
企
業
が
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
や
ネ
ッ
ト
、チ
ラ
シ
を
使
っ
て
古
物
買
取
を
宣
伝
し

て
い
ま
す
。

 

古
物
買
取
の
増
加
の
背
景
に
は
、経
済
の
不
透
明
感

と
資
産
の
現
金
化
に
対
す
る
需
要
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
経
済

は
、企
業
や
個
人
の
収
入
が
減
少
し
、さ
ま
ざ
ま
な
不

安
材
料
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、貯
蓄
や

資
産
の
現
金
化
を
考
え
る
人
が
増
え
、古
物
買
取
の

利
用
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、物
を

大
切
に
す
る
考
え
方
が
多
く
の
人
に
浸
透
し
、リ
サ

イ
ク
ル
文
化
が
広
が
り
ま
し
た
。

撮影：嶋本 桃子 様

「俺もお手伝い」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
テ
レ
ビ
を
点
け
る
と
、真
夏
日
が
何
か
所
と
か
猛

暑
日
が
予
想
さ
れ
ま
す
と
い
う
枕
詞
が
連
日
聞
こ

え
て
く
る
。夏
の
期
間
は
暑
い
の
が
当
た
り
前
な
の

だ
が
、近
年
の
暑
さ
は
異
常
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。春
先
は
気
温
が
25
度
を
超
え
る
と「
夏
日
」と

言
っ
て
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
暑
さ
を
感
じ
な
い
が
、気
温

が
30
度
を
超
え
る
と「
真
夏
日
」と
呼
び
、熱
中
症
の

発
生
が
増
え
る
。更
に
気
温
が
35
度
を
超
え
る
と

「
猛
暑
日
」と
呼
び
、外
出
を
控
え
た
り
、室
内
で
は

ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
過
ご
す
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
内
の
最
高
気
温
は
、平
成
30
年
に

埼
玉
県
熊
谷
市
と
令
和
2
年
に
静
岡
県
浜
松
市
で

記
録
し
た
41
・
1
度
が
共
に
最
高
気
温
と
な
っ
て
い

た
が
、今
年
は
、こ
の
記
録
が
相
次
い
で
更
新
さ
れ
、

群
馬
県
伊
勢
崎
市
で
41
・
8
度
を
記
録
し
国
内
観
測

史
上
最
高
気
温
と
な
っ
た
。熊
本
県
で
は
平
成
25
年

に
牛
深
市
で
39
・
6
度
を
記
録
し
て
い
る
。

　
異
常
気
象
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、気
象
庁
は
30
年

に
1
回
以
下
で
発
生
す
る
現
象
を
異
常
気
象
と
し

て
い
る
。こ
の
異
常
気
象
が
も
た
ら
す
事
象
で
、降

水
量
の
注
意
を
呼
び
掛
け
る
報
道
が
目
に
付
く
。最

近
耳
に
す
る
線
状
降
水
帯
で
は
、令
和
2
年
の
八

代
、芦
北
、球
磨
地
方
の
大
水
害
を
思
い
出
す
。し
か

し
、今
年
も
熊
本
県
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、広

範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
れ
ら
異
常
気
象
は
農
業
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。長
雨
や
豪
雨
は
作
物
の
生
育
を
妨

げ
、田
畑
へ
の
浸
水
は
収
穫
量
を
大
幅
に
減
少
さ
せ

る
。一
方
、干
ば
つ
も
水
田
や
畑
作
物
の
収
穫
量
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。予
測
不
能
な
気
候
の
変

動
は
、害
虫
の
増
加
も
発
生
さ
せ
、思
わ
ぬ
被
害
拡

大
を
招
く
。 あ

ぜ
み
ち

10
2025
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